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第１章 緒言 

1.研究背景 

中国の人口は世界一である。中国第七回人口センサス 1）のデータによれば、2020 年に

は中国総人口はすでに 14 億 1178 万人に達していた。また、中国の総人口中に占める 65

歳以上の老年人口は 13.5％であり、今後も増加が続くと予測されている、今の中国はすで

に高齢社会になった。高齢社会の課題の一つに高齢者の孤独感があり、対応しなくてはな

らない重要な課題となってる。 

 

中国山西省の現状 

1978 年に「一人っ子政策」が実施された以来、山西省の出生率の低下は著しく、山西

省の人口の年齢構造に重大な変化が生じている。すなわち、高齢者の割合が大幅に上昇し、

高齢化の速度は早く、65 歳以上の高齢者人口割合は 1982 年の 3.7%上昇し、2020 年まで

に 12.9%となっている。国連による人口高齢化の基準によれば、山西省は 2011 年に高齢

化が進んで、65 歳以上の高齢者人口割合が 7.58%となり、高齢化社会となっている。 

 

２．先行研究 

孤独感はどのような要因と関連しているであろうか。青木（2001）2）の報告では性差

は有意ではなかった。関連要因に関しては、男性では抑うつ状態、生活満足度、対人自立

的対処、家族親戚ソーシャルサポートの４要因が見出されており、女性では抑うつ状態、

生活満足度、対人自立的対処、家族親戚ソーシャルサポート、友人ソーシャルサポートの

５要因が指摘されている。長田ら（2000）3）は、UCLA 孤独感尺度に基づき中高年の孤独

感を調べるために適していると考えられる、AOK 孤独感尺度を開発したが、男性のほう

が孤独感が強く、性、学歴、健康度自己評価、配偶者の有無、友人から手段的サポート提

供者数が孤独感と関連していることが明らかにされている。张玉梅ら（2019）4）は、高

齢者の 59.91％がさまざまな程度の孤独感を持っており、この中で、79.16％の空巣老人で

あり、空巣ではない高齢者では 34.68％が孤独感を持っていることを明らかにし、空巣老

人はそれ以外の高齢者より孤独感が強いと報告している。孤独感の関連する要因として、

空巣の程度、婚姻の状態、健康度、生活満足度を見出している。 

 

3.研究目的 

 中国山西省は黄土高原が広がる地域であり、都市部に比べ貧困世帯が多く、近年は若年

層の都市部移住が進み、「空巣家庭」(単身の高齢者世帯)が増加している。これまでに「空

巣家庭」の高齢者は、医療へのアクセス不備や閉じこもり傾向が指摘されている。そこで、

本研究では過疎化が進む、中国山西省の農村部に住む高齢者の孤独感とその関連要因につ

いて検討することを目的とした。 

 

4.仮説 model 

第１の仮説は今回対象とした中国山西省の農村部では、男性と女性の孤独感に差がある

というものである。 

第２の仮説は独居の方が孤独感が高いというものである。 

第３の仮説は LSNS-6（日本語版 Lubben Social Network Scale 短縮版）の得点が低い人
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の方が孤独感が高いというものである。 

第４の仮説はペットのいない人の方が孤独感が高いというものである。 

 

第 2 章 研究方法 

 

1.調査対象と調査方法 

本研究の方法としては、中国山西省 A 村に居住する 65 歳以上の高齢者に対して、研究

者が A 村の選挙管理委員会を訪問し、自記式のアンケート調査を依頼した。本研究の目

的を紙面および口頭で説明し、同意書に署名をいただき同意を得た。その後、会場でアン

ケート票を配布し、記入してもらい、回収箱を使用して回収した。 

 

２.調査時期 

  2021 年 9 から 2022 年 11 月の間である。 

 

３.調査内容 

 調査内容は、以下に示す通り、基本属性、UCLA 孤独感尺度、社会的活動、ソーシャル

ネットワーク、ソーシャルサポートであった。 

 

（1）基本属性 

（2）UCLA 孤独感尺度 

（3）個人、社会的活動 

（4）ソーシャルネットワーク 

（5）ソーシャルサポート 

 

4,.倫理的配慮 

本研究は桜美林大学研究倫理委員会の承認（No.21009）を得て実施した 

 

5.分析方法 

 基本属性に関する項目については記述統計を行い、孤独感の関連要因の分析にはｔ検定

を行い、孤独感と関連要因の相関係数算出後、重回帰分析を行った。統計解析ソフトは

SPSS ver22.0 for windows を用いた。 

 

 

第 3 章 結果 

１.対象者の特性 

表 1 分析対象者の特性 

項目  人数（％） 項目  人数（％） 
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性別   男性      44（40.3） 

     女性      65（59.7） 

年齢   平均値±SD   73.9（4.5） 

学歴   小学校     53（48.6） 

     中学校以上   56（51.4） 

配偶者  あり      62（56.9） 

     なし      47（43.1） 

子供の数 一人      21（19.3） 

     二人以上    88（80.7） 

世帯構成 独居      30（27.5） 

     独居ではない  79（72.5） 

 

仕事の有無  あり     18（16.5） 

       なし     91（83.5） 

月収入    1000 元未満  85（78.0） 

       1000 元以上  24（22.0） 

慢性病の有無 １.２種    29（26.6） 

       ２種以上   80（73.4） 

ベット    あり     24（22.0） 

       なし     84（78.0） 

スマートフォンの有無   

あり     39（35.8） 

なし     70（64.2） 

 

 

2. 各変数の実態 

対象者の特性と孤独感の関連について示す（表２） 

表２.UCLA 孤独感尺度得点と関連項目 

項目 得点 検定 

平均 標準偏差 ｐ値 

性別 

男性 

女性 

 

49.4 

52.7 

 

8.7 

7.1 

 

.04* 

学歴 

小学校 

中学校以上 

 

53.3 

49.5 

 

6.3 

8.8 

 

.01* 

配偶者の有無 

あり 

なし 

 

50.4 

52.5 

 

8.8 

6.5 

 

.17 

子供の数. 

一人 

二人以上 

 

55.1 

50.5 

 

10.1 

7.0 

 

.06 

世帯構成 

独居 

独居ではない 

 

54.6 

50.1 

 

7.5 

7.9 

 

.007** 

仕事の有無 

あり 

なし 

 

51.2 

51.4 

 

5.7 

8.3 

 

.93 

月収入 

1000 元未満 

1000 元以上 

 

51.7 

50.0 

 

8.3 

6.2 

 

.29 

慢性病の有無 

1.2 種 

 

51.5 

 

7.9 

 

.84 
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2 種以上 51.2 7.8 

ペット 

あり 

なし 

 

49.5 

51.9 

 

8.8 

7.6 

 

.23 

スマートフォンの有無 

あり 

なし 

 

50.9 

51.6 

 

8.2 

7.8 

 

.69 

 

 

   

UCLA 孤独感との相関分析 

 

年齢              相関係数              .154 

有意確率         .110 

個人社会的活動          相関係数             -.179 

有意確率          .062 

LSNS-6                 相関係数             -.297** 

有意確率          .002** 

ソーシャルサポート      相関係数              -.207* 

有意確率              .031* 

就学年数                相関係数              -.238* 

有意確率              .013* 

配偶者の有無            相関係数              .132 

有意確率              .171 

子どもの数              相関係数             -.184 

有意確率              .055 

世帯構成                相関係数             -.199* 

有意確率              .038 

仕事の有無              相関係数              .007 

有意確率              .945 

月収入                  相関係数             -.088 

有意確率              .365 

慢性病の有無            相関係数             -.005 

有意確率              .960 

ペットの有無            相関係数              .127 

有意確率              .188 

スマートフォンの有無    相関係数              .039 

有意確率              .683 

 

表３には重回帰分析の結果を示してある。 

 

表３.孤独感に関連する要因についての重回帰分析の結果 

独立変数 β ｔ 
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性別        3.041        .038* 

LSNS-6       -.541        -4.156** 

世帯構成     -2.282        -2.442* 

ペットの有無       3.091               1.886 

*p＜.05, **p＜.01, ***p＜.001 

 

第 4 章 考察 

孤独感の関連要因について、対象者の性別、就学年数、世帯構成において孤独感との関

連がみられた。UCLA 孤独感尺度得点を従属変数とする重回帰分析では、性別、LSNS-6、

世帯構成の変数において有意な関連が認められた。以上のことから、性別を考慮しながら

社会活動に対する支援を行うことが、孤独感の軽減につながることが考えられる。 

 

おわりに 

最後に本研究の課題について述べておく。第１に、本研究対象は山西省の A 村の６５

歳以上高齢者に限られている、したがって本研究結果を一般化するには更なる検討が必要

である。第 2 に在宅高齢者でも、質問紙調査に応じられる者が対象をなった可能性があ

り、結論を十分に一般化することはできない。しかし、中国農村部の高齢者の孤独感の実

態やその要因を実証した研究として一定の意義を有しているものと考える。第３に、高齢

者の孤独感の研究については UCLA 孤独感尺度短縮版を使用して孤独感を測定し，その関

連要因を調査研究した知見が主であり、かつ研究蓄積も少ない。そのため，高齢者の孤独

感の正確な実状の把握や関連、規定要因の確定は今後の課題である。できれば，国の生活、

文化に基づく孤独感尺度を開発して，研究を進めることが必要であろう。 
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